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本講演では 10–11月に行なった、次世代型超広帯域サブミリ波分光器 (DESHIMA: DEep Spectroscopic HIgh-
redshift MApper) のASTE望遠鏡への搭載試験、および科学観測によって得られたデータの解析手法について報
告する。DESHIMAチームではデータ解析ソフトウェアとして、PythonパッケージDe:codeを開発している。
De:codeでは各チャンネルごとの時系列データおよび、時系列やチャンネルに付随する情報を統一的に扱うため、
xarrayパッケージを用いたデータ形式を採用した。観測データはON点 (PON)とOFF点 (POFF)に加えて、10Hz
で見ている 300Kの黒体 (PR)からなる。そこで、リアルタイムに受信機のゲインを補正したXON := PON/P̄R,
XOFF := POFF/P̄Rを 1温度チョッパーホイール法の観測方程式に代入し、ゲイン補正されたON点, OFF点の温
度を導出した。さらに、OFF点の時系列データに対し、主成分分析 (PCA)を適用して大気の変動モードを推定し、
それらをON点の時系列データに線形フィットすることで、ベースラインに相当する部分を差し引いた (Hunziker
et al. 2017で提案された手法を応用)。その結果、従来の単純なOFF点の差し引きに比べベースラインのうねり
が少なく、良好な結果が得られ、PCAが大気変動の推定に非常に強力なツールとなり得ることを明らかにした。
本解析に用いたDe:codeはGitHubを通して公開されており、幅広いユーザが利用することを想定している。


